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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 15年 10月 24日 (2003.10.24)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
こ の 構 成 に よ れ ば 、 供 給 路 ９ を 共 通 と し た の で 、 液 滴 吐 出 装 置 １ ０ １ ｘ 毎 に イ ン ク ３ ０ を
供 給 す る 必 要 が な く 、 一 斉 に 供 給 可 能 と な る 。 ま た 、 供 給 路 ９ は 液 滴 吐 出 装 置 １ ０ ｘ が
配 列 す る 方 向 に 延 在 し て お り 、 イ ン ク ３ ０ の 供 給 は 迅 速 か つ ス ム ー ズ に 行 わ れ る 。 従 っ て
空 気 が 存 在 し た 状 態 の 供 給 路 ９ に イ ン ク ３ ０ を 充 填 す る 際 も 、 容 易 で か つ 気 泡 が 残 留 す る
こ と も な い 。 更 に 構 成 要 素 を 共 用 と し た の で 、 部 品 点 数 が 減 り 、 組 み 立 て も 簡 単 に な る た
め 、 コ ス ト を 低 減 で き る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ ７ 】
図 １ ５ は 本 実 施 の 形 態 の 変 形 に か か る 液 体 吐 出 装 置 １ ０ ８ ｂ の 構 成 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
液 体 吐 出 装 置 １ ０ ８ は 液 体 吐 出 装 置 １ ０ ８ ａ の 音 響 伝 導 体 ７ １ と ホ ー ン ７ ２ と を 一 体 と
し て 形 成 し た 音 響 伝 導 体 ７ ３ を 採 用 し て い る 。 流 路 ３ ６ は 液 体 吐 出 装 置 １ ０ ８ ａ に お い て
連 通 す る 供 給 路 ３ ９ 及 び 流 路 ３ ８ に 相 当 す る が 、 そ の 径 は 加 振 体 １ ｄ 側 か ら 開 口 ３ ７ ま で
等 し く し て も よ い 。 あ る い は 液 体 吐 出 装 置 １ ０ ８ ａ と 同 様 に 加 振 体 １ ｄ 側 を 開 口 ３ ７ よ り
も 広 く し て も よ い 。 そ の 方 が 流 路 ３ ６ の 形 成 は 容 易 と な る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ８ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ８ １ 】
液 体 吐 出 装 置 １ ０ ９ で は 液 体 吐 出 装 置 １ ０ １ と は 異 な り 、 ボ デ ィ ８ と 音 響 伝 導 体 ７ ４ と は
い ず れ も 金 属 性 で あ り 、 両 者 が 接 触 す る と 外 側 面 ４ を 介 し て 音 波 ２ ６ が 音 響 伝 導 体 ７ ４ か
ら ボ デ ィ ８ へ と 漏 洩 し 易 い 。 そ こ で 本 実 施 の 形 態 で は 、 ボ デ ィ ８ は 音 響 伝 導 体 ７ ４ と 隔 離
し て そ の 周 囲 に 設 け ら れ た 第 １ 部 分 ８ ａ と 、 イ ン ク ３ ０ を 先 端 ７ ４ ａ へ と 導 き 先 端 ７ ４ ａ
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が 露 出 す る 穴 を 有 す る 天 板 ８ ｂ と を 有 し て お り 、 こ れ ら は い ず れ も 外 側 面 ４ と 非 接 触 に 配
置 さ れ て い る 。 当 該 露 出 個 所 に お い て は イ ン ク ３ ０ が 漏 れ な い よ う に シ ー ル 部 材 を 介 在 さ
せ て も よ い 。 ま た 保 持 板 １ ７ の 開 口 １ ５ の 径 を 、 イ ン ク ３ の 液 面 が 保 持 で き る 程 度 の 大
き さ に し て お け ば 、 ノ ズ ル プ レ ー ト １ ４ が な く て も イ ン ク 滴 ３ １ を 吐 出 す る こ と が で き る
。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 １ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 図 １ ６ 】
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